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霞
ヶ
浦
・
北
浦
で
増
え
て
き
た
魚 

― 

ス
ズ
キ
（
シ
ー
バ
ス
）

潮
来
市
の
誇
れ
る
自
然

第
79
回

　
こ
こ
数
年
、
霞
ヶ
浦
・
北
浦
で
は
ワ
カ
サ

ギ
や
エ
ビ
な
ど
の
不
漁
が
続
く
な
か
で
、
な

ぜ
か
海
水
魚
の
ス
ズ
キ
（
別
名：シ
ー
バ
ス
）

が
増
え
て
い
ま
す
。
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
漁

師
さ
ん
の
定
置
網
に
よ
く
入
っ
た
り
、
ブ

ラ
ッ
ク
バ
ス
釣
り
の
と
き
に
混
じ
っ
て
釣
れ

た
り
し
て
い
ま
す
。
プ
ロ
の
ル
ア
ー
釣
り
師

も
シ
ー
バ
ス
狙
い
で
訪
れ
た
り
し
て
い
る
よ

う
で
す
。

　
ス
ズ
キ
は
日
本
沿
岸
に
広
く
分
布
す
る
海

水
魚
で
、
成
長
と
と
も
に
セ
イ
ゴ
→
フ
ッ
コ

→
ス
ズ
キ
と
呼
び
名
が
変
わ
る
出
世
魚
で

す
。
た
ん
ぱ
く
で
独
特
の
旨
味
が
あ
り
、
和

食
だ
け
で
な
く
、
イ
タ
リ
ア
ン
や
フ
レ
ン
チ

な
ど
の
食
材
に
も
な
り
ま
す
。
冬
に
や
や
沖

合
の
海
域
で
産
卵
し
、
春
に
仔
稚
魚
が
沿
岸

浅
所
や
河
口
域
へ
と
移
動
し
、
秋
頃
ま
で
小

魚
や
甲
殻
類
を
食
べ
な
が
ら
成
長
し
ま
す
。

茨
城
県
内
水
面
水
産
試
験
場
の
調
査
結
果
に

よ
る
と
、
１
９
６
０
年
代
ま
で
は
ス
ズ
キ
の

稚
魚
が
利
根
川
河
口
か
ら
霞
ヶ
浦
・
北
浦
ま

で
大
量
に
遡
上
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
と
こ

ろ
が
１
９
７
０
年
代
に
常
陸
川
水
門
と
い
う

河
口
堰
が
閉
鎖
さ
れ
た
後
は
、
ほ
と
ん
ど
採

れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
近
年
の
霞
ヶ
浦
・
北
浦
で
の
ス
ズ
キ
増
加

の
理
由
は
不
明
で
す
。
東
日
本
大
震
災
後
に

利
根
川
河
口
周
辺
で
禁
漁
が
続
い
た
こ
と

に
よ
る
資
源
回
復
？
、
海
水
温
上
昇
に
よ
っ

て
生
じ
た
再
生
産
や
回
遊
経
路
の
変
化
？
、

常
陸
川
水
門
の
開
閉
操
作
の
変
化
や
魚
道
の

効
果
？
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
説
が
出
て
い
ま
す

が
、
ど
れ
も
憶
測
の
域
を
出
ま
せ
ん
。
い
ず

れ
に
し
て
も
強
肉
食
性
の
ス
ズ
キ
の
増
加
は

生
態
系
や
他
の
漁
業
対
象
種
に
影
響
を
及
ぼ

す
可
能
性
も
あ
り
、
今
後
、
湖
で
の
生
態
を

調
べ
つ
つ
動
向
を
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

茨
城
大
学
地
球
・
地
域
環
境
共
創
機
構
水
圏

環
境
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
山
川
　
薫
・
加
納
　
光
樹

北浦で投網を使って捕獲された
スズキ稚魚

� 北浦で釣獲されたスズキ
体長約50 cm

　５月24日（水）、「第１回潮来小学校・津知小学校統合準備委員会」が開催されました。当準備委員会は、潮
来小学校・津知小学校統合等検討委員会より提出された要望書の要望事項について具体化を図っていくため、
両小学校の関係者や地区の代表者により組織されました。「将来を担う子どもたちのため、地域の学校は地域
で考え、創っていく」という考えのもと、19名の委員により構成されています。
　今回の準備委員会では、委員長に兼平芳男さん、副委員長に飯島康弘さんが選任され、これまでの経過や
これからの進め方・スケジュール、各専門部会の設置や役割分担について説明がありました。委員の皆様か
らは、統合時期の目安である「令和８年４月まで」に準備を進めていくための課題や注意点などのご意見を
いただくとともに、専門部会でより具体化を図っていくことを確認しました。
　次回の第２回準備委員会は７月に開催を予定しています。

第１回 潮来小学校・津知小学校統合準備委員会を開催しました


